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双葉通信【第 265 回】（人生は旅人№33）“ふくしまに恋をして 福島人に”  

2025 年 12 月 25 日 上田 勉 

 
行く年 2025年を振返る 

2025年は、皆さんにとってはどのような年だったでしょうか？ 
世界では、ロシアのウクライナへの侵略、イスラエルのガザへのジェノサイド（民族

絶滅）など、戦争の年になりました。また、世界では、排外主義と自国ファーストを掲

げる極右政党が躍進しました。その一方で。米国やドイツ・英国などで、寛容と平和・

民主主義を掲げる左派政党も頑張っています。 
日本では、10月 27日の参議院選挙で、政治と金を始めとした諸問題で、自民党は過
半数割れになりました。公明党が連立を離脱して、維新の会が連立与党になりました。

今までは、仮にも公明党がブレーキ役を果たしていました。しかし、自民党と維新の会

との連立によって、ダブルアクセルで、ブレーキは無くなりました。そしてハンドルも

右方向にしか切りません。このままでは、日本は軍拡と財政破綻への道を進んでいくこ

とを危惧します。 
その一方で。立憲民主党も右寄り（中道）に舵を切りました。集団的自衛権（安保法制）

の容認を主張しています。また、原発の新規建設も主張しています。日本共産党をはじめと

した左翼・リベラル政党に頑張ってほしいです。 
今年も日本は災害列島でした。日向灘地震（1月）とカムチャッカ沖地震（7月）・青
森県東方沖地震（12月）では、津波注意報が出されました。岩手県大舟渡市の林野火災
（2 月）や大分市佐賀関の大火（11 月）がありました。東北北陸では豪雪がありまし
た。（1月～2月）。水害や台風による被害もありました。能登半島では、去年は地震と
水害、今年は豪雪と水害に見舞われました。防衛費の増額よりも、災害対策費の増額こ

そが、必要だと思います。 
自然災害によって原発に事故があったら、避難や自宅退避することは困難だ、という

ことが明らかになりました。しかし原発では、東京電力柏崎刈羽原発 6号機と北海道電
力泊原発 3号機が再稼働することになりました。花角英世新潟県知事と鈴木直道北海道
知事は、県民や道民に信を問うのではなく、議会の議決を口実にして、自民党や電力会

社のイエスマンになってしまいました。くの議員は選挙では、原発賛成・反対を争点に

はしていません。 
私事では、福島県楢葉町に来て、丸 10年になります。76歳の現在は浪人中で、年金
や貯金を切り崩して生活しています。ライフワークとして、『福島第一原発事故による

病院における避難状況』について、医療従事者の方達に、聞き取り調査を進めています。

現在 33人の方々から協力してもらっています。病院避難の過酷な状況について、小冊
子としてまとめて、後世に伝承したいです。また、仙台国際音楽コンクール（ピアノと

ヴァイオリン・5～6月）のボランティアをしました。 
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【福島県内十大ニュース】（25年 12月 14日「福島民友」） 

 
【天神岬（てんじんみさき）（楢葉町）】（2025年 12月 25日撮影） 

 
【上繁岡大堤（かみしげおかおおづつみ）（楢葉町）】（2025年 12月 25日撮影） 
◇今年も大変お世話になりました。良い新年をお迎えください。 
◇年賀状は省略させていただきます。「双葉通信」新年号でお目にかかりましょう。 

 


